
チ

敷
地
内
に
は
、
専
ら
貨
物
自
動
車
の
駐
車
及
び
貨
物
の
積
卸
し
の
用
に
供

す
る
駐
車
施
設
を
設
け
る
こ
と
。

リ

ハ
の
出
入
口
の
周
辺
に
は
、
見
通
し
を
確
保
す
る
た
め
の
空
地
を
設
け
る

こ
と
そ
の
他
歩
行
者
の
通
行
の
安
全
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

ヌ

ニ
の
出
入
口
を
道
路
か
ら
離
し
て
設
け
る
こ
と
そ
の
他
騒
音
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

ル

排
気
口
は
、
道
路
に
面
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
排
気
口
か
ら

当
該
排
気
口
が
面
す
る
隣
地
境
界
線
ま
で
の
水
平
距
離
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ヲ

作
業
場
以
外
の
場
所
は
、
作
業
の
用
に
供
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

ワ

作
業
場
は
、
板
金
作
業
及
び
塗
装
作
業
の
用
に
供
し
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。

カ

冷
暖
房
設
備
の
室
外
機
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
騒
音
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

ヨ

空
気
圧
縮
機
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
騒
音
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

タ

午
後
六
時
か
ら
午
前
八
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
騒
音
を
発
す
る
機
械

を
稼
働
さ
せ
な
い
こ
と
。

レ

午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
営
業
を
営
む
場
合
に
お
い

て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

隣
地
境
界
線
上
の
鉛
直
面
の
内
側
の
照
度
は
、
十
ル
ク
ス
以
下
と
す
る

こ
と
。

屋
外
に
お
け
る
照
明
の
射
光
の
範
囲
は
、
光
源
を
含
む
鉛
直
面
か
ら
左

右
そ
れ
ぞ
れ
七
十
度
ま
で
の
範
囲
と
す
る
こ
と
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
地
方
の
気
候
若
し
く
は
風
土
の
特
殊
性
又
は
土
地
の
状
況
に
よ
り
必
要
と
認
め
る

場
合
に
お
い
て
は
、
条
例
で
、
区
域
を
限
り
、
前
項
に
規
定
す
る
措
置
と
異
な
る
措
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
緩
和
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
の
四
の
四
〜
第
十
条
の
四
の
八

（
略
）

第
十
条
の
四
の
三
〜
第
十
条
の
四
の
七

（
略
）

（
指
定
の
取
消
し
に
係
る
公
告
の
方
法
）

（
指
定
の
取
消
し
に
係
る
公
告
の
方
法
）

第
十
条
の
四
の
九

第
十
条
の
四
の
七
の
規
定
は
、
法
第
五
十
七
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
十
条
の
四
の
八

第
十
条
の
四
の
六
の
規
定
は
、
法
第
五
十
七
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
型
式
適
合
認
定
の
申
請
）

（
型
式
適
合
認
定
の
申
請
）

第
十
条
の
五
の
二

法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
型
式
適
合
認
定
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号

に
規
定
す
る
建
築
物
の
部
分
に
係
る
も
の
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
五
十
号
の
二
様
式
に
よ
る

型
式
適
合
認
定
申
請
書
（
以
下
単
に
「
型
式
適
合
認
定
申
請
書
」
と
い
う
。）に
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、

こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
又
は
指
定
認
定
機
関
（
以
下
「
指
定
認
定
機
関
等
」
と
い
う
。）に
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

第
十
条
の
五
の
二

法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
型
式
適
合
認
定
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号

に
規
定
す
る
建
築
物
の
部
分
に
係
る
も
の
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
五
十
号
の
二
様
式
に
よ
る

型
式
適
合
認
定
申
請
書
（
以
下
単
に
「
型
式
適
合
認
定
申
請
書
」
と
い
う
。）に
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、

こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
又
は
指
定
認
定
機
関
（
以
下
「
指
定
認
定
機
関
等
」
と
い
う
。）に
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

令和元年月日 木曜日 (号外第号)官 報 


		2019-06-19T14:53:39+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




